
【青久地区散策】 【バーベキュー体験】 

【はたらく尊さ】 【はたらく喜び】 

【はたらく人への感謝の気持ち】 

      

 

 
 

 
 
 

  

              

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

職場体験学習 

学校便り ＮＯ２ 

令和５年５月 2９日 

奄美市立住用中学校 

「いったい，学校って何のためにあるの？」 

校長  原 憲正  

 生徒は一日の大半を学校で過ごします。学校では

教科の授業を受け，行事などに取り組みます。そし

て自分の興味のあることや将来やりたいことなどを

もとに進路を考え，中学卒業後は必要に応じて上級

学校に進学していきます。 
 
「中学校って上級学校に行くためのただの通過点？ 

だったら，入試対策だけしていればいいじゃん。 

そもそも，高校とか大学に行かないなら勉強しなく

てもいいし。したくない勉強をさせられて……。 

いったい，学校って何のためにあるの？」 
 

これは勉強が嫌いだった私自身の長年の疑問でも

ありました。もし子どもに同じように聞かれたら， 

皆さんは何と答えるでしょうか。 
 

「じゃあ，実際に学校で生徒を教えているあなた

は，何のためにあると考えているんですか？」そう

尋ねられたら，今の私は自信を持ってこう答えます 
 
「学校は『真の国際人』を育てるためにあります」 
 

「は？」と思われる方もいらっしゃるでしょう。

でも『国際人』に必要な条件を知れば，なるほどと

思っていただけると思います。『国際人』の条件，

それは…… 
 
〇 意思表示がはっきりできる 

（イエス・ノーがはっきり言える，自分の考えが言える，人前で

話ができる，など） 

〇 自分の国の事を知っている 

（歴史・文化・伝統を知っていて相手に説明できる，日本なら

「折り紙」など日本ならではのことが何か一つはできる，など） 

〇 国際感覚が身に付いている 

（世界の事を知っている，誰とでもコミュニケーションが取れ

る，国外の様々な文化や価値観を尊重し高い視点でものを考える

ことができる，多様性を受け入れる柔軟性がある，など） 
 
 これらの条件，学校で学んでいるすべてのことに

含まれているということにお気づきのことではない

でしょうか。 
 
 国際人としての条件を備え，他者と国の違いなど

を越えて理解し合おうとし，優しさをもって共に生

きる道を探し行動する…。そんな人間を育むために

学校はあります。 

 このことは，ぜひ生徒の皆さんにも理解してほし

いところです。なぜなら，これが分かっていれば，

毎日の授業も行事活動でも取り組む意識が変わり，

真の国際人として成長できると思うからです。 

 

５月 2４日，2５日１年生は市中，東城中と合同で

自然体験学習を行いました。2４日に自然写真家の常

田さんの講話を聞き，奄美には世界でも貴重な生き

物が多く存在することを学びました。カヌー体験で

は日本では貴重なマングローブが持つ自然の豊かさ

を味わいました。 

2５日は，山下さんの案内でフナンギョの滝やモダ

マ自生地の見学，市中に移動して昼食，その後青久の

史跡巡りを行いました。 

故郷の自然の素晴らしさを知る，貴重な２日間と

なりました。 

自然体験学習 

 5 月 24 日，25 日に 2 年生は職場体験学習に臨

みました。受け入れて下さった事業所は「株式会社

しーま」と「住用郵便局」です。二日間とはいえ，

慣れない仕事に取り組むことは子どもたちにとっ

てなかなか大変だったようです。職場体験学習を通

して子どもたちは勤労の尊さを肌で感じ取り，身近

な人の仕事を理解することにつながりました。 

また，自己の進路選択を真剣に考える良い機会に

なったと思います。 



【あらわれた不審者と静かに避難する生徒たち 【生徒総会の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

5 月１日（月）に不審者が学校に侵入した想定で

避難訓練を行いました。不審者が 2階に現れ発見し

た職員が対応し，不審者を落ち着かせつつ，そこに

とどめている間に生徒は教室の外に避難。 

生徒の誘導，警察への連絡，複数職員による不審

者対応と一連の流れを確認した後，住用駐在所の山

下さんから避難訓練の感想と不審者から声をかけ

られた時や腕を掴まれたときの対応の仕方につい

て実技を通して学習しました。 

不審者対応はいかのおすし(行かない，乗らない，

大きな声をだす，すぐに逃げる，知らせる)が鉄則で

す。御家庭でも御確認ください。 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

【 交流を深めたソフトバレーボール 】 

住用地区４校合同スポーツ交流大会が，今年は５月

20 日（金）に行われました。 

奄美体験交流館で学年ごとにチーム分けを行い，小

学生と中学生の混合で優勝目指してプレーしました。 

プレーを通して同じ住用地域に暮らす同世代の絆

が生まれたに違いありません。 

 

 

 

 5 月 24 日，畠山建設様が

地域貢献活動として住用中

学校の整備を行って下さい

ました。 

 校舎に高圧洗浄をかけ，渡

り廊下に伸びてきた木の枝を伐採し，駐車場に砂利を

入れての大がかりな整備で，あっという間に見違える

ように学校が整いました。これからますます学校を大

切にしていきたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

  

 

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６/１ （木） 高校説明会 

（住用中９:４５～） 

６/８ （木） 「命」に関する健康教室 

       （図書室 15:00～） 

６/１０（土） AED 実技研修 

６/１３（火)  PTA 役員会（19:00～，校長室） 

６/１５（木） 歯と口の健康教室 

６/２１（水） 期末テスト（２３日まで） 

６/２８（水） 学級 PTA 学校保健委員会 

       （住用小体育館 14：15～） 

不審者から身を守る 

令和５年度 PTA 総会 

４月２４日に令和５年度住用中学校 PTA 総会

を行いました。今年度の PTA 役員，活動計画，

規約の改正が決定されました。 

 PTA 会長 川内 葉月 

副会長  原 恵理子    市田 絵理 

     坂本 進悟 

書記  栗林 知美 会計 時田 三紀 

監査  新納 直穂子   峯﨑 麻里子 

顧問  原  憲正 

今年度は以上の役員で PTA 活動を行うことに

なりました。御協力よろしくお願いします。 

住用地区スポーツ交流大会 

生徒総会 

 ５月 1３日（土）に生徒総会を行いました。入

念な準備を経て生徒たちは活発な意見交換を行

いました。生徒会活動への意見や校則の見直し，

修繕箇所の修繕，部活動見直しなどの要望も出

され，充実した内容の総会となりました。 

住用中学校生徒会では保体部，学習部の常時

活動を始め，朝のボランテイア活動，愛校作業な

どの活動を行っています。今年度も一事徹底事

項として「気持ちの良い挨拶の実践」に決定しま

した。 

学校の中だけでなく地域でも気持ちのよい挨

拶を実践いたしますので見守ってください。 

 

畠山建設 地域貢献活動 


